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小特集 　流域 の 環境保全

水 と郡上八 幡

　　 高橋　教雄

（郡上八幡町 史編集委員）

1．は じめに ：郡上八 幡の概要
　 　 　 　 　 　 ぐ じ−う ぽ t，まノ　
1 ．1 ．城下 町 郡上 八幡 （岐阜県郡上 郡八幡

町）の 歴 史は、永録 2 （1559 ＞年東常尭 と

遠藤盛数 の 東殿 山 の 戦 い で遠藤盛 数が八 幡

山 （城山 ・牛 首山 とも呼ばれ る） に陣を敷

い た こ とか ら始まる。

　戦 い に勝 っ た 盛 数 は 八 ll番仕 を頂 Eの 台地

か ら小野村 に 1・
．
し、 八幡屋敷 と呼ばれ た台

地に城 を築い た 。 そ の 予慶隆は八幡城 を整

備強化する と とも に城下町 をつ くり始めた

が、相次 ぐ信長 ・秀古 ・家康か ら課せ られ

る戦役 を負担す る ため充 分 な城下 町づ く り

が で きなか っ た 。

　本格的町づ くりはそ の 孫の常友の 時代か

らで あ っ た
。 彼は 城下 に寺院 を招 き、町割

りや 城の 普請 を行 い
、 城主格か ら城主 と

なっ た 。

　 その 町は 『寛文年間八幡絵図』に よる と

町方 と武家方を含む17 町 内で ある 。 そ の 後

町方は、遠藤家が転封後井上氏が 入部 した

時の 『城 下 町家帳』には 、9 町 v さらに 『宝

暦年間図』に は、13町 。 天保時代 （1830 〜

43 年） の 『町方御案内之者覚書』に よ る と8

町が記 され 、武家町 を除 く町方 は次第に拡

大 して い る 。

　そ して
、 幕末 の 『城 ド町家名』に は 、 七

軒長屋 ・桜町 ・十
・
軒長屋

・小野長屋
・
上

井山 ・宮大門 ・最勝寺門前 ・慈恩寺門前 ・

名広 ・中薮 ・赤谷 ・新長屋 ・片長屋
・中長

屋など大幅 に新 しい 町が つ くられ て い る。
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　田∫並 は 中央 を流れ る古 出川 を挟 ん で 南町

と北 町 に わ け られ る．， 江 戸 時代 に 町 人 が

住ん だ町方の戸数は、元禄5 （1692 〕 年に

は、戸 数 は 375戸 で あ っ た 。 天明 8 （1788）

年に は、戸数275戸、文政13年 に は戸数303

戸 であ っ た 。 天保時代 の 前掲書は 299 戸で

人口 1，169 人 （男61 〔｝、女559 ） とな っ て い

る 。

1 ．2 ．町の 中央 を流れ る古出川に架か る宮 ヶ

瀬橋か ら北町 をみ る と、急峻な岩山が崖 を

な し、 そ の 風景は中 世ヨ
ー

ロ ッ パ の 城郭都

市の趣が ある 。

　八幡 町の 源は、室町時代 に こ の 川沿 い の

岩壁 を聖 なる 岩座 の 場所 と した こ と に あ

る 。 岩本院 ・白山神社 な どが 置か れ、周辺

に は 小 集落 が 展 開 して い た v 中世 の 歌 人宗

祗の 古今伝授の 遺跡の 宗祗水 も こ こ に あ

る。

　郡上 で も特異な こ の 地形 を町地 と して選

択 したの は、遠藤家二 代 の 慶隆で あ る。彼

は こ の 地 を 「四神相応」の 地 とみ な し、戦

国時代か ら 隔離 され た 平和 な理想郷 と考
．
え

て い た ら しい
。

　こ うして 三方 を急流 と絶壁 に 囲 まれ た崖

上 の 町で あ る地形的特色に よ っ て 、郡 上 八

幡町 は 最初 か ら、地形的に も、社会的に も

完結 した構造をもっ て い る 。

　町 は川 沿 い に 発 展 し 、 そ の 発展 は川に

よ っ て 制約 を受けて い る 。 その ため 川 を基
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軸に 谷川や湧水か ら用水路 を引 き町 中に水

を流す とい う水利喇の 形態が 発展 し、高密

度な空間利用 と水 の コ ン トロ
ー

ル シ ス テ ム

を持 っ て い る 。 こ の 水利用の シ ス テ ム は 江

戸時代 の 八 幡町 の 規模 や社 会経済機構に 合

致 し、発展整 備され た 。

　全国 の 都市が、明 治以後急速 に 近代化 し

て い く過程で 前近 代的杜会経済機構 を崩壊

させ て い っ た なか で 、八 幡町は遅 くま で江

戸時代 の こ の シ ス テ ム を温存 して きた 。
つ

まり こ れ らが 、後述す る よ う に近代化に適

応する 合理的利便性 を備 えて い たか らで あ

る 。

1．3 ．こ の 水利用 の シ ス テ ム が基本的に存在

価値を失うの は 昭和30 年代 の 高度経済成長

期以後の こ とで あ る 、 昭和 38 年の 上水道の

敷設が 、そ の 象徴的事件で あ っ た 、，つ ま り

経 済的存在か つ 歴 史的文 化的存在で もあ っ

た水が 、近代化の 過程で 単 なる経済的存在

とな っ て い っ た過程であ る 。 八幡 の 水利用

の シス テ ム の 崩壊は、現代社会が近代化の

中で失 っ た もの は 何か を考える貴重な事例

で あ り、現代の 町づ くりに水利用 を どうし

た ら い い か を考 える 優 れ た教材 で もある。

2．水利用の 歴 史

2．1 ．こ うした シ ス テ ム の 八幡町の 水環境の

歴 史は遠藤家三代城主常友 の 城下 町造成事

業に始 まる 。 承応元 （1652）年の 城下大火

か ら承応4年にか け て 城 卜
’
町再建 を行 っ た

際の事業がそ れ で あ る 。 特 に そ の 基本 的思

想は 、被災を避ける た め 防火対策 （町屋形

式 の 密 集家屋 の 最 大の 課題 は火災を い か に

最小限で くい とめ る の か で あ り、防火や消

火そ して 予防対策で 、 その ため常に 身近に

利用 で きる水を町内に流通 させ る方式 をと

る）、水源 の 確保 、用水路 の 新 設、農業用

水 の 確保 、 と くに 、御用用水路 （柳町用

水）、島谷用水 （職 人 町お よび鍛 冶屋 町 ・

本町へ の 通水は全森時代に なる ）を構築 し

た 。 そ の うえで 、常友 は 、それ ら施設事業

に詩歌や絵画、先人 の遣跡 （白雲水之記）

・遺稿の 整理等、白山信仰を顕 彰する命名

や碑、施設 を組み 合わせ た 。

　 そ の 後、歴代の 藩t は、水 ・山に関する

法令 を整備 し て い く。

　 「一
　堤川除す べ て 普請所不及破損無之

様 に
…堤川表 エ は 柳を植出 し出水之節堤 か

こ ひ二相成候 様ニ …

　
一
　入会之野 山面々持山ニ テも草木之根 を

堀 取間敷候、鶴之 嘴を入候儀 冂」
’
為停止 、田

畑 エ ［IJ崩砂入等無之様二 山林二 苗木 を植立可

申事勿論山崩之所 は土砂留致 し置可 申事 」

　 「
一

　侍屋敷又 は 町中 エ 取候用水 エ 、不

浄 は不及 申 、 掃除之 節は ち りあ くた堅は き

込み 申問敷候事 i

　 こ うして 細心 の 注意をは らい 確保 され た

用水 は町民 の 生 産の動力 と して 利用 される

こ と にな る。生 糸 や精米 やそ の 他 の 工場 の

水力動力 と して で ある 。

　 「一
　島方 田所之 内井水 を以水車仕懸米

穀春屋仕度旨依望 申付候、…」

2 ．2 ，こ れ らをめ ぐる水利用 の コ ン トロ ール

シ ス テ ム が 、体験 的 に町全体に構築 され

て い く。 生 活を支 え る種 々 の しか けや 道具

や そ の 景観が 、風 十 として の 町 を形成す

る 。

　（1）取 水と排 水 ［．E 水 ・中 水 ・
下 水の

使い 分 けユ、自然 流水 の 増水

　 湧水の 利用 ・河川の利用 ・井戸の 利用

　ため池 ・貯水槽 ・排水槽の 設置

　（2）防 火 用 水 （バ ケ ツ 、水11b“：よ る非常
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時の大量給水）、半鐘、防火貯水槽

（3）水 の利用の 方法 （水舟）

（4）水調 整 装置 （堰、セ ギ、半セ ギ、カ ワ

ド、水舟 の 三 段構造） と細か な管理 （水利

用 の 厳 しい ル
ー

ル と習慣的 ル
ー

ル 、水舟 の

三段構造 の 使用制約 、 時間制） 、 ク キナ

（漬物用 野菜洗 い ） オ ム ツ等専用 洗 い 場 、

水利組合 と水利用の 共同体、水屋 と水溜構

造

（5） 各自の 意図に よる 自由な制御 と利用

　地形 の 高低差 に よ り水 の 利用 度が高 い

（6）生活空 間へ の ネ ッ トワ
ー

ク

　　 水利用に よる単位が町を構成 して い る

（井戸
・湧水 ・カ ワ ドを利用 する 。 単位 は

数戸か ら数十戸 まで 。 それ ら の単位 が連続

して 町を構成する）

（7）排水 ・治水装置、町屋 の搆造

　裏端 とい う町屋付属の 畑等 をつ くる （そ

う した 十地 の 存在は構造 的 に遊水浄化圏域

をな した〉

（8＞池 の 存在

　地域 と して の 遊水地 は 、竹林等が お い し

げ り、防災 ・水 の 浄化 ・防衛 ・景観 として

機能 した

（9）近 郊 の 田畑 （農業）の 存在

　赤谷 ・島谷村 は現在の 市街地で ある が、

当時 の 生産高は 『美濃国郡上 郡内郷村高

帳』に よれ ば次の よ うで ある 。

赤谷村　天明7 （1787）年 ・83石　1斗6升3

　合、天 保4 （正833 ）年 ・89石　3斗4升4合

島方村　天明 7 （1787）年 ・257石　5．！F2升5

　合 、 天 保4 （1833）年 ・278石　 5合

（10）水 に対する配慮

　町全体が水舟の 機能 をなし、信仰 （井戸

の 神 、 水神、童謡の 「川の 神様 ごめ ん しと

くれ」等の言葉）な ど民俗的習俗が 、生態

に悪影響 を及 ぼ さな い 範囲で 水利用 を行 う

機能をもっ て い た 。こ れ らが総合 して江 戸

時代 の郡上八幡の 市街地 、文化や 自然 との

交流 の 空間、文化 （生命 の 潤養）産業 の 基

礎 を形成 した の で あ る 。

2 ，3 ．明治 ・大正期で も概ね こ の シ ス テ ム は

維持され た。大正 8 （1912）年の 北町 大火後

（600 戸全焼）用水路の 取水 冂の 変更と水路

の 改修等 によ り水量 の 増 強、防火用水 の 強

化、水路の 拡張 に よ り細か く分水 され街区

を網 の 目状 に 走 る現在の 概況 が生 まれた。

　社会構造の 変化 と生活様式の 変化が 徐 々

に お こ っ て い るが 、 水利用を支えた共同体

崩壊 まで は 進ん で い ない
。

2．4．とこ ろが、昭 和38年犬啼谷の 水源 上水

道敷 設 （給水 日量 2 ，670 の 、生 活現代化

（電動ポ ン プ に よ る給水）、合理 化 （パ イ

プ給水方式）等 の 水の 閉 鎖シ ス テ ム は、開

放 シ ス テ ム で ある江戸期 の シ ス テ ム を壊 し

て い っ た。また、用水改修工 事は取水口 ・

洗 い 場が 取 り払わ れ た ま ま 再現 され な い 場

合 が 多く、再現 され て も水位が ちが い
、 使

い に くさか ら使用が取 りやめ ら れ て しまう

ケ
ース が ある 。 また元 共同体 の 成員が減少

して新住居世帯 に慣習的ル
ー

ル が 受け継が

れ な い こ とや 、観光客 ・夏の 踊 り客 ・釣 り

客等 の マ ナ
ー

や価値観な ど水 へ の 文化が 変

化 した こ とか ら、住民 の 水へ の 対応の 変容

がお こ っ た。

　昭 和30 年代 の 現代化 ・合理 化に よ っ て 水

利用 だ け は 上記 の よ うに 新方式を導入 し排

水方式は旧来の まま放置された D40 年代の

道路 拡張 と整備に よ っ て 用水の 暗渠化が 行

われ て、車優先の 道路工 事が 全町に 施され

た 。 用水利用の シ ス テ ム と して の 排水装置

は 市街化に よ り、ほ とん ど消滅 した の で あ

ll9
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る 。

3，水利用 と問題点

　前述 した よ うに 八 幡町 は 、日本全体 の 都

市化に伴 う問題 点をそ の ま ま抱え て い る 。

　 自然環境の 保全 と生活環境保全 の 媒介作

用 の 崩壊 と砂 漠化現象や 水路の 暗渠化、道

路 を主体と した都 市構造 （車社会） によ っ

て、水上 交通 （水運） の 衰退 を中心 と した

構造変化がお こ っ て い る 。一方で は、環境

として の 自然は無限 の 浄化機能 を持 つ とい

う自然観が未だ に続 き、個 人や 社会が 責任

をもつ べ き排水 ・ゴ ミ ・汚水の 処理 は 社会

費用 と し て 認知を受け て お ら ず 、汚れが ひ

ど くな っ て い る 。こ れ ら の 問題 は 、　
一
地 方

の 問題で はな く、全国的 ・今 日的な問題で

ある 。

　 都市環境 に お ける水の 役割は 、都市 の 基

礎的環境構成体 と して 、人工 の 生活空 間で

あ る都市生活 の サ イ ク ル の 中に 自然 の サ イ

ク ル を導 入す る重要な文化的価値を持 っ て

い る 。

　 つ ま り近代化に よ り失 っ て し ま っ た 水利

用の 形態の ハ ー
ド面 で は 、自然環境を活性

化す る水 、 生物 （動植物）に 必要な水、気

候の 調節や排泄物や 汚濁物 を浄化 す る水 、

生 活用水 、 水を使 う伝統産業の 動力の 水、

防火用水や除雪用 水 の 水、了
・
供 の 遊 び場 の

水、レ クリ ェ
ー

シ ョ ン の 水等で ある 。 また

河川の 持 つ 都市の 環境要素 として の オ
ー

プ

ン ス ペ
ー

ス 、水音の する 環境 （涼感 ・潤

い ）、水運等で ある。

　 こ う した 開放 さ れ た水の 利 用 と水空問 は

そ こ に住 む人達 の 連帯意識と生活環境の 質

を高め 、都市 を活性化する はずで ある 。

　 ソ フ ト面 で は 、水 を大 切 に す る心 の 問題

や 、信仰 ・祭を含む水の 文化の 保全の 問題

が ある 。 こ うした 水利用 の文化が急速に崩

壊 して い る現在、個人 の 水の使 い 方 （家庭

汚水処理）か ら始 まる、田∫内会の ような小

さな共同体 の 再構築をはか る市民運動が 必

要で あろ う。

　 　 　 　 　 　 　 （た か は し ・の りお 　歴 史学 ）
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